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※干潟かんさつの場合は、わかやま干潟観察ガイドブック・（同）指導者用テキストを見てください。

わかやま海域環境研究機構　http://www.warm-wakayama.org/

海藻標本（しおり）の作り方トピック
１.時　期 早春～春

２.準　備 大きな水を入れられる容器、画用紙、さらし（または木綿の布）、新聞紙

３.作り方

（１）海藻を採集して、水洗いします。

（２）用紙に載るような大きさにした海藻を容器の中に浮かせます。

（３）水の中で海藻の下に画用紙を入れます。 →①

（４）海藻の形を整えながら画用紙を引き上げ、すくい上げます。 →②

（５）もう一度海藻の形を整えて、さらし（布）を海藻の上に載せます。 →③

（６）ふつうの植物標本と同じ要領で、新聞紙に挟んで何回か新聞紙を替え、乾燥さ

せます。最後まで、標本はさらし（布）に挟んだままの状態で新聞紙だけ替えま

す。（中学校指導者用21～22ページを参照。）

（７）乾いたら、さらし（布）をそっとはがしてできあがりです。

（たいていの海藻はのりのように粘着性があるので、画用紙にくっつきます。）

（８）標本の場合は、データを書き込みます。種名（科名）のほか、採集地、採集日、

採集者名を書き忘れないようにしましょう。 →④

しおりの場合は、ラミネート加工などをすると、より耐久性のあるものになる

でしょう。

①水の中で、海藻の下に
画用紙を入れます。

②海藻の形を整えながら、
画用紙を引き上げます。

③さらしを海藻の上に載
せます。

④乾燥したら布をはがし、
種名、（科名）、採集日、
採集地、採集者名を書
きます。




